
政策　02　保健・福祉・医療に関する政策

施策　03　子ども・子育て支援の充実

あるべき姿
子どもを安心して、産み育て心身ともに健全に成長できる環境になっています。

■施策の成果状況と評価

鴻巣市が子育てをしやすいと思う保護者の割合（％）

【こども応援課】

評

価

（状況）鴻巣市が子育てをしやすいと思う保護者の割合は、基
準値(61.3%)と比較して、5.2ポイント向上し、前年度と比較し
て5.1ポイント低下しました。

（要因）成果が向上しなかった要因としては、「安全に遊べる
身近な施設の不足」「経済的支援の不足」を理由に挙げる割合
が多くなっています。指標向上のため「鴻巣市子ども・子育て
支援事業計画」に基づき、さらなる総合的な子育て支援施策の
充実に努めていきます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

61.3 71.6 66.5 66.7

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標
①

評

価

合計特殊出生率（人）

【こども応援課】

（状況）本市の合計特殊出生率は、基準値(1.24)と比較して、
0.14人減少し、前年度と比較して0.10人減少しました。

（原因）
新型コロナウイルス感染症の影響により、経済的な不安が増大
したことで婚姻数が減少したことなどが要因として考えられま
す。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

対
前年度

1.24 1.20 1.10 1.24

（低下）

（低下）

指
標
②

（中）

目　標
達成度

目　標
達成度

（低）



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　保育サービスの充実
幼稚園・保育所・認定こども園などの待機児童数（人）

【保育課】

評

価

（状況）4月1日時点の幼稚園・保育所・認定こども園などの待
機児童数は3人となり、基準値より増加しました。

（要因）これまで、0歳から2歳児の整備を行い、定員の拡充を
図ってきましたが、待機となった3人はいずれも1歳児であり、
当該年度については拡充してきた定員を上回る需要があったた
めと考えます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

0 0 3 0

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業01　保育サービスの充実
「一時預かり事業」のサービスを利用できなかった件数（件）

【保育課】

評

価

（状況）一時預かり事業のサービスを利用できなかった件数
は、基準値(0件)を維持しています。

（要因）実施する各保育所において、体制を整え対応していま
す。今後も、希望者の受け入れができるよう体制整備を行い、
子育て支援の充実に努めます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　保育サービスの充実
「病児・病後児保育」のサービスを利用できなかった件数（件）

【保育課】

評

価

（状況）病児・病後児保育サービスを利用できなかった件数
は、基準値（0件）を維持しています。

（要因）成果が向上した理由として、令和2年度に1日の定員が6
名の病児保育室を新規に開設したことにより、受け入れ定員が
拡大したことが挙げられます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　子育て不安の軽減
子育てに不安を持っている保護者の割合（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）子育てに不安を持っている保護者の割合は、基準値(4
2.4％)と比較して、2.6ポイント向上しました。

（要因）新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら、乳幼
児健診や相談事業、子育て講座などの事業を実施し、育児不安
の軽減を図る機会が前年度より増えたことが要因と考えられま
す

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

42.4 45.1 39.8 33.3

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（低）

目　標
達成度

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（中）



基本事業02　子育て不安の軽減
育てにくさを感じている方の中で、育てにくさを感じたときに対処で
きる親の割合（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）育てにくさを感じたときに対処できる親の割合は、基
準値（84.9％）と比較して、7.0ポイント低下しました。
（原因）成果が向上しなかった要因としては、近年の核家族
化、少子化等社会的背景に加え、新型コロナウイルス感染症の
影響により生活環境が大きく変化する中で、子育てに不安を持
つ保護者が増加している現状があることが考えられます。乳幼
児健診・相談等により、保護者の育児不安に対して相談支援を
行っていますが、今後はさらに相談体制の周知を行い、保健、
福祉、教育等関係機関との連携を図りながら、妊娠期から子育
て期にわたる切れ目のない支援を推進していきます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

84.9 83.6 77.9 90.0

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　子育て不安の軽減
養育相談を含む児童虐待などの相談件数（件）

【子育て支援課】

評

価

（状況）養育相談を含む児童虐待などの相談件数は、基準値(24
7件)と比較して156件増加し、前年度より7件減少しました。

（要因）令和3年4月からこども家庭総合支援拠点「ここの巣」
を開設し、相談員を1名増員して4名体制となりました。要保護
児童を対象とした見守り強化事業を実施するなど、子育て不安
の軽減を図るための相談をさらに充実するとともに、これまで
構築してきた関係機関との連携を強化し、児童虐待防止を図り
ました。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

247 410 403 315

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業03　放課後の居場所づくり
放課後の居場所がないと思う小学生保護者の割合（％）

【こども応援課】

評

価

（状況）放課後の居場所がないと思う小学生保護者の割合は、
基準値(58.5%)と比較して、28.5ポイント向上しました。

（要因）放課後児童クラブでは、待機児童数0を継続しており、
放課後子ども教室では、基準年度の11校に対し、令和3年度16校
に拡大したことが挙げられます。また、児童センターにおいて
も、ひなちゃん子育て応援基金を活用し、おもちゃや図書の充
実を図り、市のホームページや子育て支援アプリを利用し広く
市民に周知を図ったことも要因の1つと考えています。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

58.5 29.7 30.0 33.3

（向上）

対
前年度

（横ばい）

指
標

基本事業03　放課後の居場所づくり
児童センター利用者数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）児童センター利用者数は、基準値(131,101人)と比較し
て、39,258人減少していますが、前年度と比較して28,214人増
加しました。

（要因）今年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
入場制限を実施していましたが、昨年度のような全館休館がな
かったことが、増加した要因と考えられます。また、こどもふ
れあい体験事業においても講座等も増加させました。今後も、
ひなちゃん子育て応援基金を活用したおもちゃや図書の提供を
していきます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

131,101 63,629 91,843 157,000

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

（低）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度



基本事業03　放課後の居場所づくり
放課後児童クラブ待機児童数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）放課後児童クラブ待機児童数は、民間放課後児童クラ
ブを1クラブ開設し、基準値の0人を維持しています。

（要因）待機児童が生じないよう、放課後児童クラブは市立小
学校19校に対し、公立のクラブを18クラブ設置しているほか、
民間放課後児童クラブを新たに1クラブ開設し、計6クラブ設置
しています。今後も、児童数の増加が見込まれる場合は学校内
の余裕教室や他の公共施設、民間活力により必要な整備を進め
ていきます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業03　放課後の居場所づくり
放課後子ども教室参加者数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）放課後子ども教室参加者数（登録児童数）は、基準値(
987人)と比較して、237人減少しましたが、放課後子ども教室は
新たに1教室開設し、合計16校で実施しています。

（原因）新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か
ら、密集・密接を防ぐため、人数等を制限し、プログラムを工
夫するなどの対策を行い実施しています。今後も、感染防止対
策を徹底しながら、地域の方々や関係団体の協力を得て、円滑
な運営を目指します。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

987 669 750 1,700

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業04　母子保健の推進
乳幼児健診の平均受診率（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）乳幼児健診の平均受診率が、基準値（96.1％）と比較
して、2.5ポイント向上しました。

（要因）健診未受診者への受診勧奨を継続して行っていること
に伴い、健診受診率が目標値より高くなったことが挙げられま
す。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

96.1 97.8 98.6 97.5

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業04　母子保健の推進
予防接種率（％）

【健康づくり課】

評

価

（状況）予防接種率は、基準値（94.8％）と比較して、2.5.ポ
イント向上しましたが、前年度と比べると2.2ポイント低下しま
した。

（要因）０歳児の予防接種率は、ほぼ前年同様でしたが、1歳以
降の接種率、特に水痘と麻しん風しん混合ワクチンの接種率が
低下したことが要因と考えられます。
　幼児の健診を利用した接種勧奨、未接種者への勧奨通知を通
じて接種率の向上を目指します。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

94.8 99.5 97.3 98.5

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標

（達成）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（中）

目　標
達成度



基本事業04　母子保健の推進
むし歯のない3歳児の割合（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）むし歯のない3歳児の割合が、基準値（88.8％）と比較
して、4.3ポイント向上しました。

（要因）幼児健診・相談時に歯科医師による診察や歯科衛生
士、保健師、管理栄養士による保健指導等を継続して行ってい
ることに伴い、目標値より高くなったことが挙げられます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

88.8 92.9 93.1 89.5

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業05　結婚意識の向上と家族形成の支援
夫婦の予定子ども数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）夫婦の予定子ども数は、基準値（2.04人）と比較して
0.03人増加し、前年度との比較では0.10人増加しました。

（要因）経済的理由やライフデザインについての考え方の変化
が考えられます。夫婦が安心して子どもを産み育て、希望に
沿った家族形成ができるよう「鴻巣市子ども・子育て支援事業
計画」に基づき、子育て環境の充実や経済的負担の軽減など安
心して産み育てやすい環境の整備を推進します。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

2.04 1.97 2.07 2.10

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業05　結婚意識の向上と家族形成の支援
未婚者の希望子ども数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）未婚者の希望子ども数は、基準値(1.91人)と比較し
て、0.31人減少しました。

（要因）婚活事業や結婚新生活支援等、新しいスタートのきっ
かけづくりを行っていますが、そもそもの個人意識に働きかけ
る取組の不足が挙げられます。今後も、結婚によるライフデザ
インの展望が導けるような、総合的支援の枠組を検討すること
で、改善を図ります。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

1.91 1.62 1.60 2.00

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業05　結婚意識の向上と家族形成の支援
人口1,000人あたり婚姻率（‰）

【やさしさ支援課】

評

価

（状況）婚姻率は、基準値（3.8‰）と比較して、0.4ポイント
低下しています。

（要因）新型コロナウイルス感染症の影響により、出会いの
場・機会の減少や、失業・収入減等による経済的不安が婚姻率
低下の要因と考えられます。

基準値
(H27)

実績値
(R02)

実績値
(R03)

目標値
(R03)

対
基準値

3.8 3.3 3.4 4.0

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

（達成）

目　標
達成度

（中）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度


